
 
平成 21年 11月 11日 

各 位 
                     会 社 名 株式会社メディビックグループ 
                   代表者名 代表取締役社長 橋本 康弘   

                         （コード番号２３６９：東証マザーズ） 
                                  問合せ先 執行役員管理本部長 門 井 豊 

                            （Tel: ０３－６７４４－２８８２）    
 

メディビック、「真空採血管」の製品化に向けて株式会社カネカと契約締結 
～治験、臨床研究分野での血液検体管理の効率化に大きく寄与～ 

 
 この度、当社の子会社である株式会社メディビック（以下「メディビック」という）と

株式会社カネカ（本社：大阪市北区、代表取締役社長：菅原公一、以下「カネカ」という）

は、メディビックが保有する「真空採血管」に関する国内・外国における特許権につき、

特許実施許諾及び特許譲渡契約を締結いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

1.背景 

メディビックにおきましては、基盤事業であるバイオマーカー創薬支援の一環として、

国内外とも医薬品開発過程において益々重要性を増している PGx 試験を伴う臨床試験を強

力にサポートするため、これまで手間のかかっていた検体の凍結保存、管理の効率化を可

能とする「真空採血管」の設計、開発に着手、国内においては特許が成立（特許第 4195504

号）し、海外においては特許出願中（国際出願番号 PCT/JP2007/075133）であります。 

「真空採血管」の製品化につきましては、設計･開発段階から他社へのライセンス提供を

視野に入れつつ早期の実用化に向けて準備・検討を進めてまいりましたが、この度、ライ

フサイエンス事業を展開し医療機器製造・販売も手がけるカネカとメディビックが保有す

る国内特許の実施許諾、外国特許の譲渡等に関する合意が得られたものであります。 

 

2.契約の概要 

（1）国内特許 

・専用実施権をカネカに許諾する。 

・メディビックは国内における製品販売売上高に応じたロイヤリティを得る。 

（2）外国特許 

 ・権利全てを有償にてカネカに譲渡する。 

 ・メディビックは外国での製品販売売上高に応じたロイヤリティを得る。 

 

 

 



3.今後の展開 

「真空採血管」に関しては、今後カネカにおいて製品化され国内及び海外において 

販売されていく予定であります。 

 

4.ご参考 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、当社グループの平成 21 年 12 月期の連結業績に与える影響については、現時点で

は軽微であると考えております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
株式会社カネカ 

会社概要 
名称：  株式会社カネカ 

  （英文名称： KANEKA CORPORATION） 
代表：  代表取締役社長 菅原 公一 
設立：  昭和24(1949)年9月1日 
本社所在地： 大阪本社 

   〒530-8288 大阪市北区中之島3-2-4（朝日新聞ビル） 
   TEL (06)6226-5050  FAX (06)6226-5037 
  東京本社 
   〒107-6025 東京都港区赤坂1-12-32（アーク森ビル） 
   TEL (03)5574-8000  FAX (03)5574-8121 
資本金： 330億46百万円（平成21年3月31日現在） 
社員構成： 従業員数（連結）7,321名 （単独）3,288名（平成21年3月31日現在） 
事業内容： 化成品、機能性樹脂、発泡樹脂製品、食品、医薬品、 

  医療機器、電子材料、合成繊維等の製造及び販売 

【本件に関するお問い合わせ先】 

株式会社メディビックグループ 
ＩＲ/広報担当 

Tel: 03-6744-2882  

【真空採血管の特長】 

[１．簡単操作] キャップをかえるだけでそのまま冷凍が可能に。検体処理を大幅に簡素化。

[２．すぐれた耐低温性] 採取した真空採血管で超低温(-80℃)での冷凍保存が可能。 

[３．さまざまな用途での使用が可能] 医薬品開発におけるＰＧｘ試験を伴う臨床試験での 

利用のほか、検体の冷凍保管に関わる幅広い分野での利用が可能。 



株式会社メディビックグループ 

 当社グループは、個人の体質に合わせて副作用の少なく効果の高い薬を処方できるテーラーメ

イド創薬の実現を目指す企業です。具体的には、医薬品開発や研究などを行う製薬企業や研究機

関などに対し、個別化医療やテーラーメイド創薬を推進するサービスや製品を提供しています。 
薬の効き目の個人差を示す体質は、遺伝子によって決められています。個人の遺伝子タイプが

分かれば、体質に合ったより効果の高い薬を選択し処方することができます。また、投薬前に効

果を確認することで、副作用も最小限に留めることができます。このため、製薬企業では遺伝子

と薬の関係を調べて医薬品開発をするようになってきています。そこで必要となるのが、ＰＧｘ

（ファーマコゲノミクス）です。 
当社グループは、ＰＧｘを総合的・戦略的に支援できる体制を整えています。当社グループが

独自に築いた、バイオ最先端の技術・情報網、そして医療機関・製薬企業などとの幅広い人的ネ

ットワークの活用により、ＰＧｘに対するニーズを的確に掴み、顧客の要望に適した満足度の高

いサービスを提供しています。 
また、これまでに蓄えてきたノウハウを個人向け健康管理支援サービスとして「ＤＮＡプライ

ベートバンク」サービスも展開しております。 
当社グループは、個の医療と個の健康管理を総合的・戦略的に支援できるユニークな存在とし

て実績を積み重ねることにより、圧倒的に優位なビジネスポジションを築いています。 
当社グループに対する詳細な情報は、www.medibic.com をご覧ください。 

以上 


